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称

所
在
地
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法
人
三
誠
会
川

口
誠
和
病
院

川
口
市
江
戸
袋
一
―

四
―
二
〇

岩
槻
南
病
院

さ
い
た
ま
市
岩
槻
区

黒
谷
二
二
五
六
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告

示

○
平
成
十
九
年
十
一
月
償
還
分
抽
せ
ん

銘
柄
等
の
告
示

（
財

政

課
）

一

○
救
急
病
院
等
の
申
出
の
撤
回

（
医
療
整
備
課
）

一

○
救
急
病
院
等
の
申
出（

〃

）

一

○
埼
玉
県
農
業
災
害
対
策
特
別
措
置
条

例
に
規
定
す
る
特
別
災
害
の
告
示

（
農
業
支
援
課
）

二

○
幸
手
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整

備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
変
更

の
案
の
縦
覧

（
都
市
計
画
課
）

二

○
幸
手
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更
の

案
の
縦
覧

（
都
市
計
画
課
）

二

○
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
公

告

（
建
築
指
導
課
）

二

○

〃

（

〃

）

二

○

〃

（
行
田
県
土
）

三

○

〃

（

〃

）

三

○
埼
玉
県
教
育
委
員
会
定
例
会
の
招
集

（
教
委
・
総
務
課
）

三

雑

報

○
人
事
異
動

（
人

事

課
）

三

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
五
十
八
号

埼
玉
県
公
債
の
平
成
十
九
年
十
一
月
の
定
時
償
還
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
抽
せ
ん
す
る
。

平
成
十
九
年
九
月
七
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

一

銘
柄
、
償
還
期
日
及
び
償
還
額

埼玉県発行

二

抽
せ
ん
日
時

平
成
十
九
年
九
月
十
二
日

三

抽
せ
ん
場
所

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
十
五
番
一
号

（
株
）
埼
玉
り
そ
な
銀
行
県
庁
支
店

四

抽
せ
ん
方
法

せ
ん
札
抽
せ
ん

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
五
十
九
号

次
に
掲
げ
る
病
院
は
、
救
急
病
院
等
を
定
め

る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）

第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
救
急
病
院
で
な
く

な
っ
た
。

平
成
十
九
年
九
月
七
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
六
十
号

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
病
院
及
び
診
療
所

を
救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九

年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定

す
る
救
急
病
院
又
は
救
急
診
療
所
と
し
て
平
成

十
九
年
九
月
三
日
認
定
し
、
そ
の
有
効
期
限
を

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
の
と
お
り
と
し
た
。

平
成
十
九
年
九
月
七
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

病

院

及

び

診

療

所

有
効
期
限

名

称

所

在

地

医
療
法
人
三
誠

会
川
口
誠
和
病

院

川
口
市
江
戸
三

―
三
五
―
四
六

平
成
二
十

二
年
九
月

二
日

償
還

額
（

万
円

）

９０
，０００

１４
，４００

１３５
，０００

２１
，６００

償
還

期
日

（
年
．
月
．
日
）

１９
．１１
．２０

１９
．１１
．２０

１９
．１１
．２８

１９
．１１
．２８

銘
柄

１０
／
イ

１０
／
ロ

１０
／
リ

１０
／
ヌ

－１－
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医
療
法
人
社
団

幸
正
会
岩
槻
南

病
院

さ
い
た
ま
市
岩

槻
区
黒
谷
二
二

五
六

同

右

埼
玉
医
科
大
学

国
際
医
療
セ
ン

タ
ー

日
高
市
大
字
山

根
一
三
九
七
―

一

同

右

埼
玉
協
同
病
院

川
口
市
木
曽
呂

一
三
一
七

同

右

こ
う
の
す
共
生

病
院

鴻
巣
市
本
町
六

―
五
―
一
八

同

右

武
蔵
台
病
院

日
高
市
久
保
二

七
八
―
一
二

同

右

医
療
法
人
新
医

療
会
所
沢
明
生

病
院

所
沢
市
大
字
山

口
五
〇
九
五

同

右

医
療
法
人
至
仁

会
吉
川
病
院

所
沢
市
若
狭
三

―
二
五
七
〇
―

二

同

右

熊
谷
生
協
病
院

熊
谷
市
上
之
三

八
五
四

同

右

行
田
中
央
総
合

病
院

行
田
市
富
士
見

町
二
―
一
七
―

一
七

同

右

医
療
法
人
仁
寿

会
山
田
病
院

羽
生
市
大
字
上

新
郷
五
九
三
九

同

右

秀
和
綜
合
病
院

春
日
部
市
谷
原

新
田
一
二
〇
〇

同

右

医
療
法
人
泰
山

会
石
井
外
科
医

院

草
加
市
氷
川
町

九
二
八

同

右

獨
協
医
科
大
学

越
谷
病
院

越
谷
市
南
越
谷

二
―
一
―
五
〇

同

右

新
世
紀
脳
神
経

外
科

越
谷
市
船
渡
一

一
七
―
一

同

右

指
扇
病
院

さ
い
た
ま
市
西

区
大
字
平
方

領
々
家
九
八
三

同

右

野
中
病
院

さ
い
た
ま
市
大

宮
区
浅
間
町
一

―
一
〇
〇

同

右

さ
い
た
ま
市
立

病
院

さ
い
た
ま
市
緑

区
大
字
三
室
二

四
六
〇

同

右

埼
玉
医
科
大
学

総
合
医
療
セ
ン

タ
ー

川
越
市
大
字
鴨

田
一
九
八
一

同

右

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
六
十
一
号

平
成
十
九
年
八
月
二
十
日
の
降
ひ
ょ
う
に
よ

る
災
害
を
平
成
十
九
年
九
月
三
日
、
埼
玉
県
農

業
災
害
対
策
特
別
措
置
条
例
（
昭
和
五
十
三
年

埼
玉
県
条
例
第
十
四
号
）
第
三
条
第
一
項
の
特

別
災
害
と
し
て
指
定
し
た
。

平
成
十
九
年
九
月
七
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
六
十
二
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百

号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市

計
画
の
変
更
の
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す

る
。

平
成
十
九
年
九
月
七
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

一

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

幸
手
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、

開
発
及
び
保
全
の
方
針

二

都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域

幸
手
都
市
計
画
区
域
の
区
域

三

都
市
計
画
の
変
更
の
案
の
縦
覧
場
所

埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
、
埼
玉

県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
、
埼
玉
県
杉
戸
県

土
整
備
事
務
所
、
大
利
根
町
都
市
整
備
課
、

幸
手
市
建
設
経
済
部
都
市
整
備
課
、
宮
代
町

産
業
建
設
課
、
栗
橋
町
都
市
整
備
課
、
鷲
宮

町
都
市
整
備
課
、
杉
戸
町
都
市
施
設
整
備
課

四

縦
覧
期
間

平
成
十
九
年
九
月
七
日
か
ら
平
成
十
九
年

九
月
二
十
一
日
ま
で

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
六
十
三
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百

号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市

計
画
の
変
更
の
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す

る
。

平
成
十
九
年
九
月
七
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

一

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

幸
手
都
市
計
画
用
途
地
域

二

都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域

大
利
根
町
大
字
北
下
新
井
字
野
中
、
字
不

用
堤
及
び
字
下
堤
外
の
各
一
部
、
並
び
に
、

大
字
琴
寄
字
鴨
新
田
、
字
西
後
川
、
字
後
川

の
一
、
字
後
川
の
二
、
字
後
川
の
三
、
字
堤
、

字
舟
渡
及
び
字
下
川
島
の
各
一
部

三

都
市
計
画
の
変
更
の
案
の
縦
覧
場
所

埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
、
埼
玉

県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
、
埼
玉
県
杉
戸
県

土
整
備
事
務
所
、
大
利
根
町
都
市
整
備
課
、

幸
手
市
建
設
経
済
部
都
市
整
備
課
、
宮
代
町

産
業
建
設
課
、
栗
橋
町
都
市
整
備
課
、
鷲
宮

町
都
市
整
備
課
、
杉
戸
町
都
市
施
設
整
備
課

四

縦
覧
期
間

平
成
十
九
年
九
月
七
日
か
ら
平
成
十
九
年

九
月
二
十
一
日
ま
で

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
六
十
四
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百

号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、

公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
九
月
七
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

一

許
可
番
号

平
成
十
九
年
八
月
二
十
八
日

指
令
行
整
第
一
九
〇
〇
〇
六
一
号

二

検
査
済
証
番
号

平
成
十
九
年
八
月
三
十
日
第
六
十
号

三

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

北
埼
玉
郡
騎
西
町
大
字
中
種
足
字
十
八
番

三
二
一
四
―
四
、
三
二
一
四
―
五
、
三
二
一

五
四

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
吉
敷
町
一
丁
目
七
三

番
地株

式
会
社

オ
リ
オ
ン

代
表
取
締
役

名
取

俊
行

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
六
十
五
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百

号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

－２－
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の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、

公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
九
月
七
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

一

許
可
番
号

平
成
十
九
年
二
月
二
十
一
日

指
令
杉
整
第
一
八
〇
二
〇
〇
〇
号

二

検
査
済
証
番
号

平
成
十
九
年
八
月
三
十
一
日
第
六
十
一
号

三

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

北
�
飾
郡
鷲
宮
町
大
字
東
大
輪
字
南
割
畑

一
三
九
六
―
二
一
、
一
四
一
一
―
二
、
一
四

一
二
―
二
、
一
四
一
三
―
四

四

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

北
�
飾
郡
鷲
宮
町
大
字
東
大
輪
一
四
一
三

―
二小

林

利
男

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
五
十

五
号都

市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百

号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、

公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
九
月
七
日

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長

並

木

孝

之

一

許
可
番
号

平
成
十
九
年
八
月
二
十
九
日

指
令
行
整
第
一
九
〇
〇
一
五
一
号

二

検
査
済
証
番
号

平
成
十
九
年
八
月
三
十
日
第
二
十
号

三

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

北
埼
玉
郡
騎
西
町
大
字
鴻
茎
字
北
谷
二
一

三
九
―
三
、
―
一
七

四

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

北
埼
玉
郡
騎
西
町
大
字
鴻
茎
二
三
六
〇
―

二
柏
�

勤

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
五
十

六
号都

市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百

号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、

公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
九
月
七
日

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長

並

木

孝

之

一

許
可
番
号

平
成
十
九
年
四
月
二
十
九
日

指
令
行
整
第
一
八
〇
〇
七
八
二
号

二

検
査
済
証
番
号

平
成
十
九
年
八
月
三
十
日
第
十
六
号

三

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

北
埼
玉
郡
騎
西
町
大
字
下
崎
字
道
北
一
八

二
七
―
二

四

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

北
埼
玉
郡
騎
西
町
大
字
下
崎
一
八
二
七

野
原

重
夫

埼
玉
県
教
委
告
示
第
二
十
九
号

埼
玉
県
教
育
委
員
会
定
例
会
を
次
の
と
お
り

招
集
す
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